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先行地区での学校跡施設利用決定までの流れの一例 
 

 

学校適正配置実施方針（H24.11 教育委員会） 
 

【Ⅵ 統合による跡施設利用の基本的な考え方】 

「千葉市資産経営基本方針(平成２４年１月)」に基づき、中長期的な視点から、人口・世代

構成や、周辺施設の状況、地元住民の要望などを総合的に勘案して、跡施設利用を検討する。 

 

 

千葉市資産経営基本方針 
 

第３章 取組みの方向性 

３ 資産の総合評価に基づく利用調整 

（１）基本的な考え方 

 ・資産の活用方法の決定にあたっては、最初に、資産の総合評価を行い、その結果に基づ 

き、具体的な利用調整を行います。 

 

 

高洲・高浜・磯辺地区の経緯 

 

Ⅰ 学校統合の決定と、地元代表協議会からの跡施設活用の要望書提出（～23年度） 
 ○平成２１年１０月２１日 高洲小（高洲一小・二小）  ⇒平成２２年４月 ６日提出 

 ○平成２２年 ４月２１日 高浜海浜小（高浜二小・三小）⇒平成２３年１月１９日提出 

 ○平成２３年  ９月 ８日 磯辺中（磯辺一中・二中）、  ⇒平成２４年３月１９日提出 

磯辺小（磯辺一小、二小、四小） 

 

Ⅱ 利活用に係る検討の実施（24年度） 

（１）検討にあたっての基本的な考え方を決定（平成２４年７月） 

（２）庁内照会（平成２４年８月～９月） 

 （３）住民アンケート等の実施 

 

Ⅲ 利用方針（案）の決定及び地元説明等（25年度） 

（１）利用方針（案）を決定（平成２５年８月） 

（２）地元説明会等の実施 

 

Ⅳ 利用方針の決定・周知（25年度） 

（１）利用方針を決定（平成２５年１２月） 

（２）利用方針の公表・周知（平成２６年２月） 

高浜二小（療育センター、障害福祉サービス事務所、千葉大、市立稲毛高附属中）、 

高洲第二小（売却等）、磯辺一小、二小（県企業庁へ返還）、 

磯辺二中（スポーツ広場、認知症高齢者グループホーム、複合型サービス） 

 

※その他の地区の状況、今後の予定 

   真砂一小（平成２８年～供用開始予定 真砂コミュニティーセンター、特別養護老人 

ホーム、障害福祉サービス事務所、地域活動支援センター）、真砂二小（高等特別支 

援学校、養護学校真砂分校、日本語指導通級教室、真砂中学校教育相談指導教室）、 

真砂四小（売却） 

 


